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脳疾患の治療には病巣となる神経細胞に選択的に薬を投与することが必要です。しかし脳には不要な
物質を跳ね返すバリア（血液脳関門と髄液脳関門）が存在するため、多くの薬物はこのバリアを通過
できず、有効に作用することができません。バリアを通過する薬物もありますが、その場合には薬物
が標的細胞だけでなく、脳全体に作用するため、副作用の可能性も高まります。 
この問題を克服するため、私達は脳の患部にピンポイントで投薬を行う技術を開発しました。 

研究の背景および目的 

脳疾患への投薬は、他の神経細胞に作用する
と重篤な副作用の可能性もあります。本研究
は、運動機能障害や精神疾患に関わる標的細
胞のみに薬を届ける画期的技術。意義を感じ
共に研究を推進する研究者を求めています。 

コーディネーターから一言 

 
私たちはプルキンエ細胞やセロトニン細胞の樹状突起が脳脊髄液中に伸び、脳脊髄液と接触している
ことを発見しました。これらの細胞と結合しやすい高分子化合物（標的化剤）に治療薬を運ばせるこ
とにより、標的細胞だけに目的とする薬を届けることができます。プルキンエ細胞は運動機能障害、 
縫線核セロトニン細胞はうつ病、自殺などの精神疾患に関わります。標的化剤は髄液脳関門を通過で
きないので、標的細胞以外の神経細胞には薬は影響せず、副作用は非常に少ないと考えられます。 

期待される効果・応用分野 

研究テーマ ●脳へのピンポイント投薬技術の開発 

A：（ａ）脳脊髄液中に薬物▲を投与しても多くの薬は髄液脳関門を通過できません。
（ｂ）逆に関門を通過する薬▲は、脳全体に浸透するため、多くの副作用が出ます。 
（ｃ）標的化剤●（ヴィークル）は、特定の細胞だけが取り込む物質です。 
（ｄ）これに薬物▲を結合させると特定の細胞だけが薬を取り込み他の細胞には影
響が出ません。 

小脳のプルキンエ細胞と縫線核セロトニン細胞は、それぞれ、運動調節不全と精神疾患に深く関係しています。私たちは、
これらの細胞だけが取り込む高分子化合物（標的化剤）を探し、これに疑似薬を結合させて運ばせることに成功しました。 

Ｂ：縫線核セロトニン産生細胞だけが標的化剤
を取り込み茶色に染まっています。 
他の細胞（青）には標的化剤の取り込みはまっ
たく見られません。 
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